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苅田町青少年育成町民会議だより

▲伝承工作と

人形・お手玉づくりを

体験する児童たち

人形劇を熱心に>
見入る園児たち

、ヽ_

電11』じiF青少年の育成を目指しましょう

▲第11回ふれあいウォークラリー大会と

く12年度港まつリパレード時の様子
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平成12年度
.■■簿,
■11111■ 1■:議、

町青赳り育成町民会議
Zゝ

鶉れる◎ 「大 人 が変 わ れ ば子 ど

(子 ど も は親 の後 姿 を見 て育 つ )
◎ 「地 域 で の お じ さん・ お ば さん運 動 」

(家 庭 、地 域 社 会 、学 校・ 関 係 行 政 機 関 の連 携 )

４
月
２８
日

（土
）
１８
時

町
中
央
公
民
館
第
５
研
修
室

会

（委
）
員
２
０
０
名
中
、

出
席
者
９７
名

委
任
状
５１
名
。

来
賓
　
町
議
会
議
長

（代
理
）

行
橋
警
察
署
長

（代
理
）

町
助
役

伊
塚
会
長
あ
い
さ
つ

こ
の
町
民
会
議
は
発
足
し
て
１２
年

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
町
民
の

代
表
と
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に

ご
尽
力

い
た
だ
き
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
青
少
年
の
非
行

及
び
被
害
は
全
国
的
に
続
発
か
つ
深

刻
化
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
共
、
ご

協
力
、
ご
指
導
の
程
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
・…
‥

（骨
子
の
み
要
約
）

１２
年
度
の
基
本
方
針

一
、
町
民
参
加
に
よ
る
地
域

。
家

庭

。
学
校
の
連
携
を
強
め
る
。

一
、

「
い
じ
め
」
問
題
を
は
じ
め
、

少
年
犯
罪
や
非
行
防
止
活
動
を

推
進
す
る
。

一
、
青
少
年
に
と

つ
て
良
好
な
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
被
害
防
止
活

動
を
促
進
す
る
。

一
、
青
少
年
の
体
験
活
動
を
充
実
し
、

自
立

。
社
会
性
を
高
揚
す
る
健

全
育
成
運
動
を
促
進
す
る
。

一
、
広
報

・
啓
発
活
動
を

一
層
推
進

す
る
。

１２
年
度

＝
月
ま
で
の
主
な
事
業

０
４
月
２
日
　
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
県
表
彰

（入
賞
者
３１
名
中
１０
名
参
加
、
県
子
連

・
健
全
育
成
部
会
）

０
４
月
１９
日
　
町
民
会
議

「
い
じ
め
防
止
協
議
会
」

（Ｐ
６
参
照
、
全
部
会
共
通
）

０
４
月
２８
日
　
第
１２
回
総
会

（全
部
会
共
通
）

０
４
月
中
　
　
街
頭
補
導

（春
休
み
特
別
、
定
例
、
等
覚
寺
松
会
な
ど
５
回

・
補
導
環
境
部
会
）

０
５
月
２０

・
２１
日
　
港
ま
つ
り
花
火
大
会
補
導

。
パ
レ
ー
ド
参
加

（両
日
共
　
各
４０
名
以
上
参
加
）

０
５
月
２８
日
　
第
１１
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
開
催

（Ｐ
３
参
照
、
健
全
育
成
部
会
）

０
５
月
中
　
　
「家
庭
の
日
」

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
の
チ
ラ
シ
作
成
、　
一
部
配
布

（総
務

・
家
庭
部
会
）

０
５
月
中
　
　
定
例
街
頭
補
導

（花
火
大
会
時
含
め
３
回

・
補
導
環
境
部
会
他
）

０
６
月
１
日
―
フ
月
６
日
　
町
内
保
育

・
幼
稚
園
、
オ
ア
シ
ス
運
動
の
人
形
劇

（Ｐ
５
参
照

。
家
庭
部
会
）

０
６
月
中
　
　
定
例
街
頭
補
導

（２
回
、
補
導
環
境
部
会
）

０
７
月
中
　
　
「青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
全
国
強
調
月
間
、
社
会
を
明
る
く
す
る
強
調
月
間
」

０
７
月
２２
日
　
有
害
図
書

。
図
画
等
に
対
す
る
要
望
書
提
出

（３０
ヶ
所
訪
間
、
補
導
環
境
部
会
）

０
７
月
２３
日
　
町
民
会
議
健
全
育
成
講
演
会

（Ｐ
４
に
一
部
記
載

・
総
務
部
会
）

０
７
月
２５
日
　
す
こ
や
か
３２
号
の
発
行

（町
民
会
議
編
集
委
員
会
）

０
７
月
中
　
　
町
内
各
小

。
中

。
高
校
へ
、

「家
庭

・
オ
ア
シ
ス
運
動
な
ど
の
作
品

。
ポ
ス
タ
ー
」
募
集

（Ｐ
４
に
案
内
）

（家
庭

・
健
全
育
成
部
会
）

０
７
月
中
　
　
街
頭
補
導

（夏
休
み
特
別
、
定
例

・
補
導
環
境
部
会
、
生
徒
指
導
研
修
部
会
）

０
８
月
５
日
　
少
年
非
行

・
シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
乱
用
防
止
研
修
会

（Ｐ
４
に
案
内
、
補
導
環
境
部
会
他
）

ヽ″

０
８
月

０
９
月

０
１０
月

○
＝
月

第
３
回
部
会
長
会

盆
踊
り
大
会
参
加

夏
休
み
特
別

・
定
例
補
導

い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
強
調
月

間
中
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

定
例
補
導

神
幸
祭
、
町
民
体
育
祭
、

こ
ど
も
の
つ
ど
い
参
加

定
例
補
導

。
研
修
視
察

全
国
青
少
年
健
全
育
成
強

調
月
間

家
庭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

作
品

。
ポ
ス
タ
ー
表
彰

す
こ
や
か
３３
号
発
行

定
例
補
導
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「
ね
え
、
行
き
先
を
ま
ち
が
え
た

か
ね
」
。
「
い
や
、
こ
こ
に
池
が
あ

る
か
ら
、
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
。
と

ま
さ
に
協
同
ラ
リ
ー
展
開
中
で
す
。

○
全
国

一
斉
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

に
合
わ
せ
、
全
国

・
県
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ

ン
協
会
と
カ
ル
ス
ト

・
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
２
０
０
０
苅
田
と
共
に
。

○
前

日
の
雨
か
ら

一
転
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
中
、

４０
組

１
５
３
名
が
集

い
ま

し
た
。

○
今
回
は
７２
オ
１
５
才
に
ハ
ン
デ
ィ
者
、
さ
ら
に
は
、
町
内

「歩
こ
う
会
」

の
皆
さ
ん
や
北
九
州
保
育
福
祉
専
門
学
校
の
学
生
と
、
従
来
の
親
子
や
子

ど
も
同
士
以
外
の
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。

○
中
で
も
、
子
ど
も
同
士
の
参
加
が
目
立
ち
、
友
だ
ち
の
和
が
見
ら
れ
、
健

全
育
成
に

一
役
果
た
し
た
思
い
で
す
。

○
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
途
中
に
、

「
こ
の
山
の
名
は
」

「
こ
の
神
社
名
は
」
な

な
お
、
こ
の
開
催
に
当
た
り
、
健

全
育
成
部
会
を
は
じ
め
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
、
戸
早
学
園
学
生
、
町
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
、
町
育
成
会

ジ
ュ
ニ
ア

（苅
工
生
は
運
動
会
順
延

と
重
な
る
）
の
皆
さ
ん
方
が
、
進
ん

で
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「若
葉
会
」

の
方
が
う
ど
ん
販
売
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

４
ｋｍ
一
位
二
位
三
位

７
ｋｍ
一
位
二
位
三
位

７
ｋｍ
一
位
二
位
三
位

藤
井
美
代
子
チ
ー
ム

松
村
　
芳
雄
　
″

坂
本
奈
穂
子
　
ク

高
田
　
忠
宏
　
″

片
峯
　
葉
月
　
ク

矢
野
　
繁
信
　
ク

末
弘
ま
ど
か
　
ク

森
　
　
万
理
　
ク

深
田
　
浩
ニ
　
ク

５
月
２８
日

（日
）
８
時
３０
分
１
１２
時

バ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
広
場

。
出
発
と
ゴ
ー
ル

ど

の
質
問
や
ゲ
ー
ム
が
用
意
さ
れ

て
い
て
、
苅
田
町
内

の
再
発
見
に

も
役
立

っ
た
と
思
い
ま
す
。

健

全

育

成

部

会

構
成
団
体
は
、
育
成
会
連
合
会
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
青
年
団
協
議
会
、
社
会

福
祉
協
議
会
、青
少
年
問
題
協
議
会
、

Ｊ
Ａ
苅
田
等
町
内
の
諸
団
体
の
代
表

者
に
よ
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

一
、
体
育
祭
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど

の
体
育
事
業

へ
の
参
加
を
奨

め
、
青
少
年
の
心
身
の
健
全
育

成
を
図
る
。

一
、
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や

高
齢
者
を
含
め
た
町
民
の
協
力

に
よ
る

「各
種
の

（伝
承
）
工

作
と
遊
び
」
を
通
し
て
、
地
域

の
人
々
や
友
だ
ち
と
の
き
ず
な

を
深
め
、
豊
か
な
心
と
仲
間
を

つ
く
る
団
体
活
動
の
重
要
性
を

確
認
さ
せ
る
。

一
、
町
内
全
小

。
中
学
生
に
健
全
育

成
ポ
ス
タ
ー
の
応
募
を
願
い
、

自
ら
健
全
育
成
を
目
指
す
。

働
く
こ
と
を
知
っ
た
よ
。

口
植
え
の
体
験

去
る
６
月
１０
日
（土
）
、
丸
谷
寿
代

さ
ん
所
有
の
水
田
を
お
借
り
し
て
、

町
育
成
会
所
属
の
子
ど
も
た
ち
約
３０

名
と
そ
の
保
護
者
１０
名
が
も
ち
米
の

手
植
え
を
試
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
民
会
議
総
務
部
会
所

属
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
健
全
育

成
部
会
所
属
の
町
育
成
会
連
合
会
と

共
催
し
た
も
の
で
す
。

１０
月
に
稲
刈
り

１２
月
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
も
ち
つ
き

大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
初
め
て
の
経
験
で
き
つ
か

っ
た
。

こ
れ
が
お
米
に
な
る
な
ん
て
。

○
足

・
腰
が
痛
く
な
っ
た
。
こ
ん
な

苦
労
を
し
て
つ
く
っ
た
お
米
を
当

た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
。

○
百
間
は

一
見
、　
一
見
よ
り
体
験
が

重
要
で
す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
３

▲ (育成会子どもたちの田植え風景)

第
１１
回
　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

こ
の
機
会

に
自

分

・
地
域

の
子
ど
も
を
見
直

し
ま
し

ょ
う

”

”



ご
　
案

内

◎
少
年
非
行

ｏ

ク
・

。し

シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
乱
用
防
止
研
修
会

◎
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
募
集
（健
全
育
成
部
会
）

対
象
―
町
内
小

。
中
学
生

課
題
―
友
だ
ち
づ
き
あ
い
、
非
行
の

低
年
令
化
、
い
じ
め
を
な
く
す
、

心
の
ふ
れ
あ
い
、遊
び
の
見
直
し
、

心
と
体
を
き
た
え
る
、
万
引
き
を

な
く
す
、
良
い
習
慣
づ
く
り
、
耐

え
る
力
を
育
て
る
、
読
書
の
習
慣

を
つ
け
る
、
健
康
づ
く
り

（毎
日

の
食
事
）
、
子
ど
も
会
活
動
な
ど
。

作
品
―
大
き
さ
Ｂ
３
（５４
釧
×
３８
ｃｍ
）

注
意
―

一
人

一
点
、
小
１
１
３
年
生

ば
絵
だ
け
で
も
よ
い
。
４
年
生

以
上
は
簡
単
な
こ
と
ば

（標
語

ら
し
い
も
の
）
を
入
れ
て
描
く
。

〆
切
１
９
月
１１
日
、
各
学
校
へ
提
出

◎
オ
ア
シ
ス
（あ
い
さ
つ
Ｙ

子
ど
も
会
加
入
者
の
み
県
子
連

へ
提
出
。

家
庭
の
日
運
動
作
品
募
集
（家
庭
部
会
）

青
少
年
む
け
有
害
図
書

ｏ
４

図
画
類
の
販
売
要
望

平
成
１２
年
７
月
２２
日

（土
）
、
補

導
環
境
部
会
員
を
中
心
と
し
た
約
４０

名
の
会
員
が
、
３
班
に
分
か
れ
て
、

町
内
の
書
店
や
ビ
デ
オ
店
等
を
訪
問

し
ま
し
た
。

大
半
の
お
店
が
例
年

の
こ
と
な
が

ら
、
青
少
年

に
対
し
て
の
配
慮
を
し

て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
。

先
般
、
県
知
事
名
で
県
条
例
に
基

づ
く
　
・
、
各
警
察
署
と
の
連
携
に
よ
る

立
入
調
査
や

一
層
の
補
導
活
動
の
充

実
依
頼
が
ま
い
り
ま
し
た
。

性
犯
罪
被
害
や
性
の
逸
脱
行
為
、

シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
乱
用
の
非
行
未
然

防
止
活
動
で
す
。
町
民
の
皆
様
も
、

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
等
に
も
関

連
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一
、
日
　
時

一
、
場
　
所

一
、
内
　
容

一
、
参
加
者

平
成
１２
年
８
月
５
日

（土
）
１８
時
１
２１
時

町
中
央
公
民
館
第
５
研
修
室

映
画

「親
た
ち
の
ス
ク
ラ
ム
ー
子
供
た
ち
の
非
行
を
防
ぐ
―
」

「県
内
非
行
の
実
態
」
（県
青
少
年
課
、
五
島
俊
明
氏
）

「少
年
非
行
の
実
態
と
そ
の
相
談
に
つ
い
て
」
の
講
話

（北
九
州
市
立
南
少
年
相
談
室
、
山
手
幸
枝
先
生
）

参
加
者
全
員
に
よ
る
青
少
年
問
題
に
つ
い
て
の
質
疑
及
び
意

見
交
換

全
町
民
対
象
、
入
場
無
料

な
お
、
こ
の
研
修
会
は
県
青
少
年
健
全
育
成
対
策
推
進
本
部

（青
少
年
課
）
と
共
催
で
す
。

健
全
育
成
講
演
会
に
集
う

⌒総
務
部
会
）

平
成
１２
年
７
月
２３
日

（日
）
、
パ

ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
地
域
の

方
々
、
保
護
者
、
教
職
員
多
数
が
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

講
師
の
前
田
川
市
立
鎮
西
中
学
校

校
長
、
秋
元
定
憲
先
生
が

「も
う

一

度
家
庭
を
見
直
そ
う
―
私
が
体
験
し

た
ち
ょ
っ
と
い
い
話
―
」
と
、
題
し

て
話
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
、
町
民
と

し
て
何
が
で
き
る
の
か
を
、
事
例
を

も
と
に
し
て
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
、
参

加
者
に
訴
え
ま
し
た
。

内
容
―
作
文
、
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
、

書
道
、
実
戦
記
録

（小

・
中

・
高
校
生
）

作
文
１
４
０
０
字
づ
め
、
タ
テ
書
き
、

小
は
２
、
中

・
高
は
３
枚
程
度

標
語
―

一
人

一
句

ポ
ス
タ
ー
大
き
さ
は
４
つ
切
り

書
道
―
小
１

・
２
年
　
か
わ

３

・
４
年
　
会
話

５

・
６
年
　
家
族

中
学
生
　
　
　
親
子
対
話

高
校
生
　
　
　
家
庭
教
育

全
て
か
い
書
で

半
紙
タ
テ
書
き
、
毛
筆

作
品
の
表
に
、
題
材

・
学
年

・

氏
名
を
書
く
。

実
践
記
録
―
学
年
、
学
級
、
子
ど
も

会
、
地
域
、
家
庭
な
ど
で

の
実
践
記
録

４
０
０
字
づ
め
４
枚
程
度

〆
切
１
１２
年
９
月
４
日
（月
）

提
出
―
各
学
校
又
は
町
民
会
議
事
務

局

（三
原
文
化
会
館
内
）

そ
の
他
―
全
作
品
は
県
民
会
議
へ
提

出
の
た
め
返
却
な
し
。
標
語
の

一
部
は
立
看
板
用
に
使
用
予
定

▲ (今夜も続く街頭パトロール)

ヽ_

▲ (昨年度の県子連入選作品より)

|・` ■
 .
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一

■
■
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〓
　

　

一

一鶏

打

一

簾

降
諄
”
い
Ｌ

平
成
７
年
度
よ
り
は
じ
め
ま
し
た

こ
の

「
ふ
れ
あ

い
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
」

は
、
各
方
面
か
ら
好
評
の
声
や
た
よ

り
を

い
た
だ
き
、
今
年
度
も
継
続
し

ま
す
。

「ぼ
く
の
、
私
の
が
写

っ
て
い
る
よ
」

「
こ
ん
な
こ
と

い
ｐ
て
恥
か
し

い
が
、

そ
れ
だ
け
に
頑
張
ら
な
く

っ
ち
ゃ
」

〓
回
　
片
島
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

ニ
回
　
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

三
回
　
向
山
少
年
．陸
上
ク
ラ
ブ

四
回
　
町
少
年
少
女
合
唱
団

五
回
　
苅
エ
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク

六
回
　
尾
倉
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

七
回
　
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会

八
回
　
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

九
回
　
苅
田
中
学
校
リ
ー
ド
部

十
回
　
剣
道
ク
ラ
ブ

（３
ヶ
所
）

十

一
回
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

十
二
回
　
苅
田
柔
楠
会 インタビュー

(111lll11ll●
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●
館
長
名
　
沖
永
勝
則

●
部
員
数
　
１５
名

●
練
習
日
　
毎
週
火

。
金
曜
日

１７
時
―
　
与
原
の

館
長
宅
２
Ｆ
道
場

●
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

○
文
武
両
道
に
励
み
た
い
。

○
小
２
よ
り
始
め
、
中
１
で
初
段
に
。

礼
儀
と
努
力
を
学
ぶ
。

○
練
習
は
き

つ
い
け
ど
、
全
国
大
会

に
出
場
で
き
る
の
で
う
れ
し
い
。

○
し
っ
か
り
練
習
し
て
、
帯
の
色
を

あ
げ
た
い
。

○
組
手
を
強
く
し
た
い
。

○
ど
ろ
ぼ
う
な
ん
か
に
負
け
な

い

ぞ
。

（上
学
年
か
ら
順
に
）

新
　
栄
　
会

立

５７

設

Ｓ

白
石
師
範
談
、
「空
手
道
を
通
し

て
、
健
全
な
体
を
つ
く
り
、
礼
儀
と

忍
耐
と
努
力
の
精
神
を
養
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
青
少
年
の

心
身
の
鍛
練
に
役
立
て
、
明
朗

。
快

活
な
青
少
年
の
育
成
を
第

一
と
し
て

お
り
ま
す
」
。

「又
、
与
原
会
は
、
老
若
男
女
、

年
齢
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
に
も
修
練

を
積
む
会
に
し
て
い
ま
す
」
。

●
館
長
名

与
　
原
　
会

●
与
原
会
の
モ
ッ
ト
ー

●
部
員
数

●
練
習
日

山
中
哲
雄

他

指
導
者
　
白
石
太

１５
名
毎
週
火

・
土
曜
日

１８
時
―

新
津
中
学
校
体
育
館

立

５２

設

Ｓ

中
田
輝
美

他

指
導
者
　
田
中
龍

一
・
幸
治

金
谷
大
漢

１３
名
毎
週
月

・
木
曜
日

１８
時
―
与
原
の
中

田
ビ
ル
ー
Ｆ
道
場

●
空
手
道
と
は
　
　
　
　
　
館
長
談

「心

・
技

・
体
を
合
わ
せ
た
日
々

の
練
習
を
通
し
て
、
礼
儀
作
法
、
体

力
づ
く
り
、
精
神
力
を
養
う
こ
と
に

よ
り
、
人
格
完
成
、
人
間
性
豊
か
に

育

つ
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、
世
界
共

通
の
空
手
道
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
、
楽
し
く
頑
張

っ
て
ま

い
り
ま

―
）
よ
つヽ
」
。

(自 ら全国大会に出場している、
館長のもと、練習が続く。)

顧
　
間

●
部
員
数

●
練
習
日

み
や
し

道
場

設 立

H.11

お

つ

」
」
Ｌ
ト

‘
　

４
′
″
　

Ｃ

０
６
月
２
７
月
に
か
け
て
。

○
町
内
各
保
育
園

・
幼
稚
園
対
象

○
パ
ペ
ツ
ト

・
ワ
ン
ピ
ー
ス
共
催

○
人
形
劇
を
通
し
て
、あ
い
さ
つ
（オ

ア
シ
ス
）
運
動
の
大
切
さ
を
。

○
劇
後
、

「
オ
ア
シ
ス
」
の
チ
ラ
シ

を
全
員
に
配
布
。

○
各
家
庭
で
も
、
劇
と
チ
ラ
シ
を
も

と
に
し
た
親
子
の
対
話
を
。

○
劇
中
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
表

情
は
、
き
ら
き
ら
し
た
日
、
く
い

入
る
よ
う
な
姿
で
し
た
。
さ
ら
に
、

訪
問
し
た
時
と
帰
り
に
も
あ
い
さ

つ
が
良
く
で
き
、
そ
の
明
る
さ
、

純
粋
さ
、
素
直
さ
に
心
が
な
ご
み

ま
し
た

　

　

（事
務
局
　
稲
生
）

５

⌒

(13)
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す
こ
や
か

Q
&

QA

最
近
の
青
少
年
事
件
や
犯
罪

に
は
人
間
性
が
間
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因

・
背
景
の

一
つ

に

「
い
じ
め
や
不
登
校
問
題
」

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
町

内
の
い
じ
め
や
不
登
校
に
つ
い

て
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
い
じ
め
」
と
は
、
特
定
の

子
に
、
長
期
間

（
一
過
性
で
は

な
い
）
、
自
分

（た
ち
）
よ
り

弱
い
者
に
、
一
方
的
に
苦
痛
（精

神
的

・
肉
体
的
）
を
与
え
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

不
登
校
に
つ
い
て
は
、
町
教

育
委
員
会
で
、
月
５
日
以
上
の

欠
席
者
を
調
べ
、
年
間
を
通
し

て
３０
日
以
上
の
欠
席
者
を
不
登

校
と
し
て
報
告
し
て
い
ま
す
。

（但
し
、
病
気
や
経
済
的
理
由
、

そ
の
他
の
理
由
に
よ
る
も
の
は

除
く
）
。

町
民
会
議
「
い
じ
め
防
止
協
議
会
」

で
は
、
去
る
４
月
１９
日
に
今
年
度
第

１
回
を
開
き
ま
し
た
。

苅
田
中
学
校
々
区

（小

・
中
学
校

合
同
）
い
じ
め
問
題
対
策
協
議
会
の

方
と
町
教
育
委
員
会
指
導
主
事
よ
り

町
内
の
実
態
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

○

地
域
全
体
が
子
ど
も
た
ち
に
愛

情
持

っ
て
、
注
意
を
払
い
、
穏
や

か
に
接
し
て
い
く
。

声
か
け
や
あ
い
さ
つ
を
子
ど
も

た
ち
に
何
度
も
繰
り
返
せ
ば
、
や

が
て
返

っ
て
く
る
。
そ
の
う
ち
、

保
護
者
ら
と
も
交
流
し
合
え
る
よ

う
に
な
り
、
周
り
が
変
わ
る
。

大
人
が

「
人
と
の
関
わ
り
が
わ

ず
ら
わ
し
い
」
「
人
は
人
、
自
分

は
自
分
」
と
い
っ
た
生
き
方
を
見

直
す
時
が
き
て
い
る
。

○
課
題
と
し
て
、

個
人
の
人
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
関
す
る
こ
と
が
あ
り
遠
慮
し
て

い
る
場
合
が
あ
る
。

保
護
者
同
士
が
仲
が
悪
く
、
そ

れ
が
子
に
影
響
し
て
い
る
場
合
が

あ
る
。
タ
バ
コ
を
吸

っ
て
い
る
。
二
人

乗
り
な
ど
の
自
転
車

マ
ナ
ー
が
悪

い
。
ス
カ
ー
ト
が
短
い
。
な
ど
気

に
な
る
こ
と
を
見
て
も
知
ら
な
い

ふ
り
を
す
る
人
が
多

い
。

○
こ
の
様
な
意
見
交
換
の
中
か
ら
解

決
例
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
自
身

「強
く
な
れ
」
と
い

い
き
か
せ
、
言
動
を
受
け
た
時
、

言
い
返
し
た
。

日
頃
の
態
度
や
会
話
の
変
化
に

気
づ
き
、
思
い
き

っ
て
、
友
だ
ち

や
保
護
者
同
士
、
先
生
に
協
力
し

て
も
ら
い
、
元
気
に
な

っ
た
。

「
よ
い
話
か
た
」
6

祖
母
　
孫
よ
い
く
つ
に
な
っ
た
。

孫
　
　
１７
才
だ
よ
。

祖
母
　
ギ
ク
ツ
ー
。

孫
　
　
お
ば
あ
ち
や
ん
、
大
文
夫
だ

よ
。
自
分
を
尊
ぶ

（自
尊
感
情
）

は
他
人
へ
の
思
い
や
り
、
特
に

生
命
の
大
切
さ
に
心
が
け
き
る

か
だ
よ
。

祖
母
　
さ
す
が
、
わ
が
孫
だ
ね
。

孫
　
　

つヽ
ん
。
自
分
を
見
つ
め
直
す

事
。
そ
の
時
、
将
来
の
展
望
、

良
き
行
動
へ
の
意
欲
、人
権
（い

じ
め
含
む
）
へ
の
関
心
、
良
き

仲
間
意
識
、
自
己
理
解
の
柔
軟

性
が
ど
の
程
度
で
、
そ
れ
を
育

て
て
い
く
事
だ
と
思
う
よ
。

いじめについてのアンケート

①今の学年でいじめられたことがある 6.5%
②今いじめられているようだ 2.1%
③今の学年でいじめたことがある 2.1%
④今いじめているようだ 0.5%
⑤こんなことでいじめられている

⑥こんなふうにいじめている

(以上、11年 度の苅田中学校区い じめ問題対策

協議会の資料より)

し

ヽ/

長期欠席に関する実態

「
い
じ
め
や
不
登
校
問
題
」
・

「青
少
年
の
非
行
や
被
害

防
止
」
に
、
町
民
と
し
て
、

「何
が
で
き
る
か
」
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

①年間合計30日以上の欠席者数
小学生  5(復 帰者  2)名
中 ク 18(ク  3)名
②休みがちになったきっかけ (重複含む)
親子関係をめ ぐる問題       10名
本人に関わる  ク       10
病気による欠席

不 明
友人関係をめ ぐる問題

学業の不振のために

家庭の生活環境の急激な変化

入学・転編入学、進級時の不適応

③欠席が多くなつた理由 (重複含む)
無気力

不安など情緒的混乱

複 合
学校生活上の影響

対人緊張、頭痛歯痛の心因

意図的な拒否

あそび、非行

④現  状
ときどき登校している
家庭に閉じこもっている

病院や診療所に通っている

適応指導教室に  ク
(以上、11年度町教育委員会調査より

９

４

３

３

２

１

　

　

８

７

６

３

３

１

１

名

名１３

４

２

１

＞

１２
年

度

の
編

集
委

員

委
員
長
　
千
原
　
　
勲
（総
　
務
）

委
　
員
　
宮
下
　
幸
信
（　
ク
　
）

浜
田
い
さ
子
（　
″
　
）

森
　
　
勝
男
（　
ク
　
）

田
畑
　
　
隆
（補
　
導
）

山
本
　
節
子
（家
　
庭
）

田
畑
　
弘
志
（健
　
全
）

辻
本
　
浩
二
（事
務
局
）

編
集

。
発
（有

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
一員
会

容
４
３
４
。
１
１
１
１
‐内線
一３
９
０

る。けられる。物を隠される。

ちょっかいを出して相手を泣かしている

悪口やおもしろ半分で。

のけ者にしたりしている。

仕返 しも、されているけど……。

だなを言われる。

しされる。

と書かれる。
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